
＜校務利用＞　①外国にルーツをもつ児童に対する支援としての活用。

　　　　　新潟市立大野小学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業　【AIパイロット校】
様式Ⅲ-A1

具体的な活用内容 

⬜担任が児童とコミュニケーションをとるために、日
本語を中国語に翻訳し、実際に話すときにどのような
コツで発話するとよいかなどを確認する。 

⬜全校朝会で校長講話を中国語に自動で翻訳されるよ
うにプロンプトを組み、自動翻訳しながら校長講話を
行った。

生成AIを利用したことによる効果 

⬜「ウォ　シー」と発音することや、「低く沈んでか
ら上がる」など、発話のコツがあったので、すぐに会
話に生かすことができた。 

⬜日本語で音声入力したものは即座に中国語に翻訳さ
れて音声が出力されるため、内容を阻害することなく
リアルタイムに講話の内容を伝えることができた。

【生成AIモデル】

　ChatGPT-4o（デバイスはiPad）

発話のコツ等も出力されて、
すぐに学級で活用できる。

音声入力をすると、
即座に中国語に翻訳
された音声が出力さ
れる。



＜校務利用＞　⑤研究会における意見や質問の整理・分類をする。

　　　　　新潟市立大野小学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業　【AIパイロット校】
様式Ⅲ-A2

【生成AIモデル】

　ChatGPT-4o
具体的な活用内容 

　参会者の意見や質問をGoogle フォームで
集約し、スプレッドシートに出力する。そ
れを生成AIに整理・分類させ、それを基に
して授業者が回答する。

生成AIを利用したことによる効果 

　数多くの意見や質問があったが、「アプ
リの活用について」「グループの編成につ
いて」「教師の働き掛けについて」など、
整理分類され、なるべく多くの参会者が求
めていた内容について、素早く簡潔に回答
し、協議会を進行することができた。

限られた協議会の時間の中で、授業者
や司会者が質問の全体像を把握し、
ピックアップして回答できるので、短
く簡潔に、かつ全体として求められて
いる質問に回答することができた。



＜教育利用＞　③実験の方法を提案し、教科書と比較する。

　　　　　新潟市立大野小学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業　【AIパイロット校】
様式Ⅲ-B1

【生成AIモデル】

　ChatGPT-4o ※使用したのは教員のみ

【授業のねらい（単元：4年生「水の3つのすがた」）】

　水が沸騰する様子を見て１人１人が抱いた疑問を記述している。その疑問を解決す
るための実験の計画を、装置や道具、手順の意図を考えながら立てることができる。

具体的な活用内容 

　自分の疑問を解決するためにどのような実験が有効と考えられるかを生成AIに提案してもらい、教科書と比較
する。

生成AIを利用したことによる効果 

⬜生成AIでは「１分ごとに温度を測定する」、教科書だと「２分ごとに温度を測定する」などの違いがあり、どちらの
方法がいいのか、根拠をもって実験方法を検討できた。 

⬜比較すると、生成AIの提案では沸騰石を使用していなかった。教科書の実験はなぜこれを使うのか、などの意図を考
えながら実験方法を検討することができた。 

⬜動画で撮影するという生成AIの提案を実験に取り入れ、課題解決のためにより効果的だと思う実験のやり方を考える
ことができた。



＜教育利用＞　③実験の方法を提案し、教科書と比較する。

　　新潟市立大野小学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業　【AIパイロット校】
様式Ⅲ-B1

【生成AIと教科書の実験方法の比較】

【生成AIの提案】

「動画でとるとど
のような良いこと
があるか」という
動画でとる良さま
で理解した上で実
験に臨む。

「はじめ、鍋のお湯で時
間が結構かかったから、
２分ごとでもよさそう」
など、比較することで、
実験の手順や道具の意図
を全体で考えながら実験
の計画を立てることがで
きた。



＜教育利用＞　③学級目標達成のための取組や係の活動内容を提案させ、検討する。

　　　　　新潟市立大野小学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業　【AIパイロット校】
様式Ⅲ-B2

【生成AIモデル】 

ChatGPT-4o  ※使用したのは教員のみ

【授業のねらい（学級活動）】 

⬜学級目標「大きなあたたかさをもつ」を達成するための
具体的な活動を学級全体で考えることができる。

⬜係活動でめあてを達成するためにどんな取組をするのか

具体的な活用内容 

　自分達で考えた活動と、生成AIから提案された活動を選
択肢として、よりよい活動を検討した。

生成AIを利用したことによる効果 

　話し合いで出た意見と生成AIの提案どちらの要素も取り
入れた活動を考えることができた。また、話し合いのみで
は出てこなかった新しい提案を全員で納得して取り入れる
ことができた。

誕生日会を行うという自分たちの考えに生
成AIの「特製カードを作る」を組み合わせた
活動の計画を立てた。



＜教育利用＞　③個人の考察を学級全体で集約し、全体検討する。

　　　　　新潟市立大野小学校（新潟県）【指定校】リーディングDXスクール事業　【AIパイロット校】
様式Ⅲ-B3

【生成AIモデル】 

ChatGPT-4o　 

※使用したのは教員のみ

【授業のねらい（単元：4年生「1日の気温の変化」）】 

　雨の日と晴れの日の１日の気温の変化について、どの
ような違いがあるのかを説明することができる。 

具体的な活用内容 

　晴れの日と雨の日では１日の気温の変化にどのような
違いがあるのかを、気温のデータを読み取り、考察す
る。その後全員分の記述した考察を集約し、生成AIで頻
出語句を拾いながら１つの文章にまとめ、その文章を基
に、学級全体で検討・まとめていく。

生成AIを利用したことによる効果 

　学級全体でまとめる時に個人の言葉でまとめるのでは
なく、多くの児童の書いた内容を含めた文章でまとめる
ことができた。また、出力された文章について、問い返
し、再び話合わせることで、個人の考察にさらに書き足
す児童が増えた。

学級全員の考察を生成AIを使って集約・この文章をもとに児童へ問い返す。

出力された文章
から、グループ
等で検討し、考
察を書き足す児
童もいた。


